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振
興
財
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第
２
８
３
回
公
演

予約開始  4月1日（土）10:00～

茨木市観光協会、茨木市勤労者互助会、OSAKAメセナカード各会員は10％引き（この取扱いは財団のみ）
※就学前のお子様はご遠慮ください

［全席指定］1階席 4,000円／２階席 3,500円
65歳以上、障害者及びその介助者 各500円引き／青少年（24歳以下）1,000円

主催：（公財）茨木市文化振興財団　制作：三栄企画　構成・解説：相羽秋夫　後援：茨木商工会議所／茨木市観光協会

茨木クリエイトセンター・センターホール茨木クリエイトセンター・センターホール
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茨木市文化振興財団第283回公演  上方落語五流派競演会Vol.17
　
歌
舞
伎
界
の
名
跡
、
市
川
団
十
郎
の
名
が
、

昨
年
復
活
し
た
。
海
老
蔵
が
十
三
代
目
を
襲
名

し
た
の
だ
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
二
年
遅
れ
の

襲
名
披
露
と
な
っ
た
。

　
こ
の
団
十
郎
家
に
、
代
々
伝
わ
る
得
意
芸
の

演
目
が
十
八
番
あ
る
。
因
み
に
歌
舞
伎
や
能
・

狂
言
な
ど
の
舞
曲
は
、作
品
を
「
番
」
で
数
え
る
。

団
十
郎
家
の
最
も
得
意
と
す
る
芸
十
八
番
か
ら
、

一
般
に
得
意
芸
の
こ
と
を
「
十
八
番
」
と
呼
ぶ

よ
う
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
団
十
郎
家
で
は
、
こ
の
十
八
の
演
目

の
台
本
を
「
箱
」
に
入
れ
て
伝
え
て
き
た
の
で
、

十
八
番
と
書
い
て
「
お
は
こ
」
と
読
む
の
で
あ

る
。

　
さ
て
、
十
七
回
目
を
迎
え
る
今
年
の
「
上
方

落
語
五
流
派
競
演
会
」
は
団
十
郎
襲
名
に
呼
応

す
る
か
の
よ
う
に
、
演
者
の
最
も
自
慢
出
来
る

演
目
を
上
演
す
る
「
十
八
番
特
集
」
で
あ
る
。

　
上
方
落
語
を
代
表
す
る
五
つ
の
一
門
か
ら
の

代
表
者
が
激
突
し
て
、
門
下
の
威
信
を
か
け
た

迫
真
の
高
座
が
評
判
を
呼
ん
で
、
茨
木
市
の
名

物
と
な
っ
た
落
語
会
で
あ
る
。

　
今
年
は
、
東
京
よ
り
「
笑
点
」
で
お
馴
染
み

の
林
家
た
い
平
を
ゲ
ス
ト
に
招
い
て
、
よ
り
充

実
し
た
会
が
期
待
出
来
る
。

　
そ
れ
で
は
、
会
を
盛
り
上
げ
る
六
人
の
名
手

の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
出
演
順
に
ご
紹
介
す
る
こ

と
に
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
■

　
華
々
し
く
十
七
回
目
の
競
演
会
の
口
火
を
切
る

の
は
、五
代
目
桂
文
枝
一
門
の
桂
阿
か
枝
で
あ
る
。

　「
華
麗
の
文
枝
」
を
師
匠
に
持
つ
二
十
番
目
の

弟
子
。
岡
山
大
学
を
卒
業
後
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生

活
を
し
て
い
た
が
、
一
念
発
起
。
好
き
な
落
語

の
道
に
飛
び
込
ん
だ
。
兵
庫
県
明
石
市
の
出
身

で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、師
匠
の
前
座
名「
阿
や
免
」

の
阿
の
字
を
も
ら
っ
て
こ
の
名
前
に
な
っ
た
。

　
入
門
二
十
七
年
目
の
中
堅
だ
が
、
渋
い
落
ち

つ
き
を
見
せ
て
お
り
、
大
家
の
雰
囲
気
が
漂
っ

て
き
た
。
さ
て
ど
ん
な
演
目
が
飛
び
出
す
か
。

　
　
　
　
　
　
■

　
続
い
て
高
座
に
上
が
る
の
は
、
林
家
一
門
の

林
家
菊
丸
で
あ
る
。

　「
音
曲
の
染
丸
」
を
師
に
持
つ
だ
け
に
、〝
は

め
も
の
〞
と
称
す
る
効
果
音
楽
が
入
る
噺
も
得

意
と
し
て
い
る
。
そ
れ
も
、
一
門
き
っ
て
の
端

正
な
顔
立
ち
が
効
果
を
発
揮
し
て
、
噺
に
輝
き

を
倍
加
さ
せ
て
い
る
。
入
門
二
十
九
年
目
で
あ
る
。

　
三
重
県
四
日
市
市
か
ら
、
大
阪
産
業
大
学
に

入
学
す
る
も
、
落
語
へ
の
情
熱
に
堪
え
切
れ
ず

中
退
し
て
プ
ロ
の
道
に
。当
初
は
染
弥
を
名
の
っ

た
が
、
名
跡
菊
丸
を
襲
名
し
た
。

　
　
　
　
　
　
■

　
中
入
り
の
ト
リ
は
、「
知
性
の
米
朝
」
と
言
わ

れ
た
桂
米
朝
一
門
の
桂
雀
々
で
あ
る
。

　
幼
少
よ
り
テ
レ
ビ
の
ア
マ
チ
ュ
ア
参
加
演
芸

番
組
で
名
を
馳
せ
、
つ
い
に
高
校
を
中
退
し
て

枝
雀
に
入
門
し
た
。
師
匠
に
輪
を
か
け
た
熱
演

型
で
、
全
身
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
爆
発
さ
せ
る
高

座
が
、
客
席
の
心
を
掴
む
。
数
年
前
か
ら
、
活

躍
の
場
を
東
京
に
移
し
て
、
上
方
落
語
の
魂
力

を
伝
え
て
い
る
。
今
回
は
お
里
帰
り
の
出
演
と

な
る
。
入
門
四
十
六
年
目
の
真
価
を
大
阪
で
問

う
魅
惑
の
高
座
が
、
茨
木
の
地
で
見
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
■

　
中
入
り
の
休
憩
を
は
さ
ん
で
、「
豪
放
の
松
鶴
」

が
率
い
た
笑
福
亭
一
門
の
笑
福
亭
鶴
笑
が
登
場

す
る
。
鶴
笑
は
、
両
膝
に
手
製
の
人
形
を
く
く

り
つ
け
て
、そ
の
人
形
が
演
技
を
す
る
「
パ
ペ
ッ

ト
落
語
」
を
考
案
し
た
。
奇
想
天
外
な
展
開
と

相
羽
秋
夫
（演
芸
評
論
家
）

お

は

こ

あ

や

め

奇
抜
な
ア
イ
デ
ィ
ア
で
、
独
自
の
境
地
を
開
拓

し
た
。
日
本
は
じ
め
、
世
界
各
国
で
公
演
し
、

お
そ
ら
く
エ
ン
タ
ー
テ
ナ
ー
と
し
て
、
最
も
名

の
知
れ
た
落
語
家
で
あ
ろ
う
。
入
門
三
十
九
年

目
の
油
の
乗
り
切
っ
た
舞
台
に
、
皆
さ
ん
は
圧

倒
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
■

　
大
ト
リ
は
、「
繊
細
の
春
團
治
」こ
と
桂
春
團
治

門
下
の
四
代
目
桂
福
團
治
で
あ
る
。

　
入
門
六
十
三
年
の
超
ベ
テ
ラ
ン
だ
。し
か
も

上
方
落
語
界
最
長
老
の
八
十
二
歳
で
あ
る
。依

然
衰
え
ぬ
話
芸
は
驚
嘆
に
値
す
る
。

　
入
門
当
初
は
、「
ペ
ケ
ペ
ン
落
語
」と
称
す
る
新

作
落
語
に
情
熱
を
注
い
だ
が
、次
第
に
人
情
噺
に

力
点
を
移
し
、上
方
は
お
ろ
か
東
京
の
名
作
に
も

注
目
し
て
上
演
し
て
き
た
。涙
な
し
で
は
聴
か
れ

ぬ
福
團
治
の
至
芸
を
、胸
に
た
た
ん
で
家
路
に
着

い
て
欲
し
い
。

　
　
　
　
　
　
■

　
そ
し
て
、
東
京
よ
り
の
ゲ
ス
ト
林
家
た
い
平

で
あ
る
。

　
こ
の
競
演
会
に
は
、
二
度
目
の
出
演
で
あ
る
。

前
回
の
好
評
に
応
え
て
の
来
演
に
な
っ
た
。

　
た
い
平
は
、
埼
玉
県
秩
父
市
の
出
身
。
武
蔵
野

美
術
大
学
で
絵
画
を
勉
強
し
た
が
、
絵
筆
を
扇
子

に
持
ち
代
え
て
、
林
家
こ
ん
平
に
入
門
し
た
。
師

匠
病
後
の
日
本
テ
レ
ビ
「
笑
点
」
に
入
っ
て
、
全

国
的
に
有
名
に
な
っ
た
。
入
門
三
十
六
年
の
江
戸

前
の
芸
が
、
茨
木
の
初
夏
に
花
咲
く
。
上
方
落

語
と
一
味
違
う
話
芸
の
世
界
に
魅
了
さ
れ
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
■

　
演
目
は
あ
え
て
伏
せ
て
、
皆
さ
ん
の
想
像
を

膨
ら
ま
せ
よ
う
と
い
う
「
た
く
ら
み
」
で
あ
る
。

（
敬
称
略
）

ご来場の際は、感染症予防にご協力くださいます
ようお願いいたします。詳しくは茨木市文化振興財
団ｗebサイトにて最新の情報をご確認ください。

〈感染症予防についてのお願い〉〈チケット取り扱い〉

〈予約チケットの郵送／振込について〉

クリエイトセンター（茨木市市民総合センター）
大阪府茨木市駅前四丁目6番16号
072-624-1726

JR茨木駅から東へ徒歩10分。阪急茨木市駅から西へ徒歩12分。

■茨木市文化振興財団・文化事業係（10:00～17:00）
　【電 話】072-625-3055
　【窓 口】クリエイトセンター1階／福祉文化会館3階
　【ｗeb】www.ibabun.jp
　【コンビニ】ファミリーマート ※要手数料
■チケットぴあ（Pコード 517-423）http://pia.jp セブンイレブン各店舗
■ローソンチケット（Lコード 52992）http://l-tike.com ローソン・ミニストップ各店舗

予約後5日以内に郵便局備え付けの「払込取扱票」でチケット代+410円をお支払いください。
※入金確認後発送
払込先：〈払込口座〉00970-7-190576〈加入者名〉茨木市文化振興財団
※用紙の通信欄に公演名・枚数をご記載ください　※手数料はご負担願います

発売初日はweb・電話予約のみ、1回につき6枚まで

公演に関するお問合せ
茨木市文化振興財団・文化事業係 072-625-3055（クリエイトセンター１階 10:00～17:00）
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